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ジ 候 レ 如 キ キ ヨ ヲ ヒ 東グ

｜ 、 、
議 所 タ グ ジ然山 Jレ受面 J、 北、 、町ー”
間 ノ Jレ 此 J 、 ヲ ナ ヶ積 東東、
山 鳴 よE- 地 以而 ~2 タ 約京 J、

ヨ 動 ノ 方 ア ジ 官レ シ’ Jレ五市稲
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二同ニ同浅同離モ 同 八 同山同

町御里小間伍二 ノ 西 町北 ヨ 南約

代十 沼 山 賀里数長 大 大南

田八村 ヨ 村十十倉 井約井四、
村町強 強町戸村 村南村十、 、 、 、 、 、
51 各約百 鴨強 強ニ強七、 、 、 、

戸商砲 居小 戸十耳度

皐 共五 ノ ノ 皐 障度 ヲ 西、
校 戸度一 墜 絞 子西重量距、
窓 障西時 落 ，， 震 距ス離、
百宵 子距 ニ セ d’~'V ρ 動離 Jレ凡

子 破離護 ジ E宵 議凡菅二

八 損 ＝ 射 モ 子 間＝響里

枚 重里セ ノ 四 山里 ヲ 一一一

破 ニ十ジ 一 十 ヨ 十間十

損 北一如 戸校 ーキ町、 、
議 浅側 町戸グ

ア ヲ 約町戸

間 破 南 障、
LU 間 障 浸砕 一 子一一

ヨ 山 子 間 ミ／ 十 ノ、
ヨ ノ 山其 五 倒

市 倒 ヨ 他 度 レ

十 約 レ 戸 西 ジ、
一 南 ジ 約障 m~ 家
一

it 
度 十 ~＇＜ 噌． 南 子 離 数

西 五 屋 一 ノ 凡 戸一、
UIT 度 一 十破 一 ア一 一

再E 西 十 度損 里、 、
一 距 戸 東セ 一 浅一 一-- 、
ー里 再在 位 ill! シ 十 間、



キ 後 多大ア 西 後 キ 水 長南 1J、 ミノ 同
タ 約 賀 子 茨約同 戸 野 I佐！際婦東、
ル三郡町午 域一時測測久郡人長

カ 分役役 後 郡分 一 候候君｜： 滋 ー 倉、
後 ヲ 所 場九 役南地所所臼野人村

~、、 、 、 、
一 経高牛時 所西震十調 田 村ア強

巷後頃
，一戸、、 、

分テ 笠 方 一一 ーーー メ巴住ミι二 町及 戸、
間 ） 、 、

問恰 午八 叉 、、ー／ 一ー，． 由 月 同賂同障、

一
モ 後時微 午水 七

百野 七 南 響 後雷振 ！ヨ 察釣五ノ

砲時西一 七 ノ 動牛 者ー 十外

戸 ヲ 五 方 恒i 耳寺 院長 ス 後 ヨ タ度 レ

障一 十 一
τy 五護 Jレ七 Jレ東タ、

子里 分 間間 十 ジ 培 ノ 鈴距 Jレ

振内頃 グ グ 五 タ 同 五 報 ノ 離モ

動剤、百 分 Jレー十 告 鳴三 ノ

ス 一一 方 実 "JJ ナ三 中 里 ア

間 ーー 然如 Jレ分
一一 タ 一一 、

グ 同扇ι 物 キ 戸 十 爆 Jレ町音

71 ノ 音障秒I 然 程 響

如 雷 墜響子 ブ タ 度
一

グ鳴 落 ー ノ ツ ノ、v ナ 驚
西 ノ セ 同 振ヅ 二日.,,. キ

し一
方如 ジ ヲ 動 遡』et 人

ヨ キ 如閏 ス 3ミ ア 事
よ日rr. キ ゲ JI-- ブ 不

。
頭響 鳴 ヲ 鳴 ヱミ 省

上 ヲ 響 認 響
（々 

一一 11日 一 メ ヲ 以 っr

生響 グ 同、

、
其間 上



筑 セ 石ア新 グ龍二二裕鈴鹿 ！聞大
、 、

被 y 岡リ治ニケ古物敷田島宮津4、、

郡弱町上 君！：！司崎リ樺郡高君l¥ r~鳥水
役震役下役目町三ヲ役等役ノ P}

所 ト 場動所 J、役四打所小所轟皐
，－－『、、~、、、／ー「

谷戚午ノ土地場分付午皐鉾グ校

田ス後 ＇I＇生 理震手間ケ後校里ヵ手

）春日 ど質 午 ノ後遺 タ七 午 午 如後

午 時ヲ後如八雷 Jレ時後後キ占

後 五帯どグ Jl寺ノ ＇）J 三八八響時｜

..(; 十へ 時震二泣fl 如 十時時キ五

時 分 Jレ五動十キキ五 十 十 ヲ 十、
四 五地十セタ子ヲ昔分五分 J担分、 、
十 六震八 リ鳴 問ア音分鳴ジ震

分 秒 ノ 分 響グ；r~ 事i 建塑i 際動

西 ニ 如ヨ ニ ト ノ、宮ア子ヲ

北 シ グリ 悶 共 西ノ リ 紙 間

ヨ テ戚 八 ヲ ニ西如 ヲグ

リ ース時 間 家北 キ 振活
東 時迄グ屋ヨ鳴動震

南 止 ノ 初 ノリ響 スナ、
二 、 間 メ 宇 東 二 ニラ

亘 裳ニ ノ 面ニ 同 四ン

リ 後於ニ ヲ進ア 秒 ）i

三 十テ悶 振行リ 縫ト

｛司秒：：：： ＿，、動え 積恕

屋 以同砲 そ lit ス像
砲上ノ 聾 叉 雨 セ

ノ 縫鳴ノ’ 西戸 Jレ

長fJ 積 響 如北 等 瞬

ー－ －~ A轟轟~酒;l!35C麗＂＂＂羽 田ーー



利＠守北開猿結結劇異異後筑キ ｜

根上谷相 ぺ 島城城 ジ壁壁八波音

郡水 I町馬戸郡長郡 グ農郡時町響

水戸観郡障役皐役 r~鳥皐 役 小役ヲ

上測測役 子所持費 Jレ吟度鳴喝間

村候所所甚事午宗 午下動午グ
大所午取（ γ 午、 後と手首 後， 青E山Eア後

字調後き グ 後七午 七ぷ リ 七

湯査ピヒ午振七時後 時後 時

原 ） 時後勤時四八 三七 五
、

牛 五七 ス 四十時 十時 十

後 十時 十五十 分五 分
、 ・・ー

八 分五 分分五 百十
、

時 西十 火 r；鳥分 方 ニ 月鳥
、
山 南分 薬響鳴 ヨ 分 動

崩 コ震 ノ 二響 月号 ア

レ 嘗動 多田！ ヲ 鳴動 、
ノ ア 量 ア 問 動 ア 同

昔日 ア 一 グ 起 五

キ 障戸 爆家地 ート
三目E品 子 障 議屋震 約 一一

ヲ子 シ ヲ ノ 一 分

温ノ、ニ 押鳴 タ t長女口 分 著

一一 ス JI〆 Jレ 動 ‘ン 間f ジ

戸 7J 71 ス 振 こl:.

障 長日 北口 動 月鳥

子 グ キ ス 動、
d，、 動 fJ鳥 戸 ア

振 揺 響ー 1~ 早
、

レ ス ヲ 子 午



吾 ノ 吾如吾東 ノ 利家利 タ 利天

砲妻 響妻 グ 妻 南如根壁 根 Jレ 根 井

弾郡 J、那 戸郡山 グ郡 ニ郡 71 郡 ヨ

ノ 市家 長障嬬岳東芹投沼 如 Jrr 
如津屋野子懸 ~ 南品 ケ 田 キ場物

キ 町就原屋村衝方村 ヅ 町 響 村 髄、
モ 大 中町 上 大 突 ヨ 大 ケ 午 キ 大 ノ

ノ 字月大等字セ すA 唱

7 後 ア字墜

屋 ：草 Ii華字
一一

大 Jレ音土 レ 七 谷落

上律子 長烈前音響 出 タ 時 地 セ、 、 、
七 ヲ 里子 ジ 午 j皮 ヲ 鳴 Jレ 四 午 Jレ

墜時振原 グ 後 ノ 間響 ノ 十 後 カ、
落問 動 午響七 反 キ ヲ 戚五 ，七昔日

ジ 十 セ 後 キ 時響里間 ア分 時キ

タ --'-- ジ 4二渡 四 カ 人 キ 頃 五． 音ノ、

Jレ 介 モ時 十 J、 タ 西 十 ア

カ 地 僅 四身五 雷 Jレ 方 ：か、
｜如震微十憧会 日鳥 ノ、 ヨ 恰七

グ 後ノ分 ニ 秒 ナ 午 モ八

間約被 筏 モ J、 プ 後 何 大秒

時一 害問烈不 〉ノ 七 物 ナ
一一

二 分 タ 山 ミノ 明 時 71 Jレ シ
） 

天 間
一

ノ グ 轟 言 五 非 物テ

井
一

認 I~鳥戚然 ヒ 十 常 韓止
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障 響 -¥{ ヲ タ 三〆 ’へ分 Jv 屋
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振間 ジ
一一
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一一
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石m茶群煙 て7 ジ群
一一

吾 同 Jレ 吾釣

氷慢馬 * 〉ノ カ 馬遼妻 時知 妻
君j} 郡

一
如君I~ グ郡 一 或君日夕

臼 γ 塚電皆 グ倉至中 地 J、探 Jレ

井テ諜光家戸 回 Jレ之 震火田洋

i町戸村 ノ タト障村如僚 ヲ 磯村燈

大タト大如
一一 子大 グ i町 戚庫大路

字 ニ字 キ 出 J、字忠大 ミノ ノ 字 Jレ

五. ！］陸飯 光 ツ 甚三 J、字 障爆四

料 ケ塚 ヲ レ ジ ノ レ伊 子議蔦、 、 、
牛 出午 接 J、 グ 倉 タ 勢 ヲ セ 午、
後 λ 後 ス浅動 午 町 揺 Jレ 後、
七叫七 Jレ問搭後 午 如七

時喚時 ヲ 山 ジ 七 後 吊 キ時

四 ノ 五認 上中 時 七 セ鳴四

十韓十 i‘ 見
一

四 月寺 Jレ響 十

八物分 十 四 洋急 ；五

分 凄大 モ欄 九 イー 燈激分

轟カ 鳴 恐間分 四 4余 一一 甫

.?:R. 動 ジ ノ 』恰 分 々 来 西

タ ジ起 キ器モ 頃 一一
ノ

)J... Jレ JI!. チ 大 不 東凡方

H鳥 ~p ！煙 ジ石 意 西 ソ 向

響 チ ヲ 家 ノ 一→ 
一一 一 ヨ

ヲ フ℃ 吐モ屋 鳴 振秒
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ご
四



共勢多於 多 多北急北憾碓下 ヲ

ニ多野テ 野市野甘激甘 ノ． ラ1＇＜音！ ） 望

障郡郡鳴郡東郡集
~ 4刀E主、 屋郡 J、 メ

子宮藤 市中 ニ上郡溶郡 上 安 一 J、

認！域開 ジ 川向野宮 下下 中面煤

ジ村町 斗i 村 ヒ 村岡 セ仁落町 ユ煙、 、
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同時 同分同 同徴同北同 市 一 十~）~

川五 小地東西震南佐測 ジ 封八零、
建十 諸震長長 ア大久候 ア ス秒 ニ

村一 町ア倉倉 井郡所 此 ）！〆 ナ三
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於再於妥丞 P責微 憤里封 ノ、幅八 ノ
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